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1.　 日本人 口におけ る世帯数 は，長期 にわたり安定し

た傾向 をもっ てい た。し かし，昭 和30 年以降世帯形成

は急激な変化を示すに至っ た。第20  回 の本学会 におい

て，私は同じ演題の下に，世帯数の変化を人口増加要因

と社会経済的要因に区分し，その影響を男女・年令別お

よび全国・市部・郡部・市部人口集 中地区別に分析した

結果を報告し た。今回は46 都道府県の世帯数変化の要

因別分析に より，その変化 の県別特徴やパタ ーンをあ き

ら かにす るこ とを試 みた。

2.　①使用デ ーター昭和30 年については新し く特別

集計 が行 わ れ た 県別の世帯主年令別普通世帯 数(国勢調

査特別集計結果：世帯お よび家族，総理府 統計局，昭和

45.3) を,  40 年 につい ては国調第 ６巻20% 抽出集計結

果 都道府県編(第13 表)に よった。

②計算方法一前回 と同様，県別 にこ の期 間における世

帯 数の増減 数を男女別，年令別に計算し， かつそ の変化

を人 口増加要因 と社会経済的 要因 に分離推計ナ る作業を

行 った。

3.　前回 の分析結果 にみられた年令別特徴や市部・郡

部別特徴 の県 水準における反映 のし かた， ならび に新し

い県別パ ターンの発 見を予想してい るが，現在な お計算

過程 にあるため，詳細 な結果 は大会 にゆずりたい。


